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砂程度少なく，その後出穂期までには逆に0・1毎吸収

が多く，出穂後はD・1極少なくなっている。グライ土

壌粘土製では．幼穂形成期まで0・4毎，次には0・1極

少なく出穂後はほぼ同等の吸収である。灰褐色土壌粘

土燐造型では．幼穂形成期まで〇・5毎，その後出穂期

までに0．1毎，出穂後も約0．1毎，いずれの期間も少

ない○

以上の結果から，窒素吸収からみた土壌型別施肥法

は，窒素施肥による土壌型別土壌窒素の有効化率が問

題となるが，グライ土壌哉粘土型では，基肥窒素がD・4

毎弱程度でよく，幼穂形成期以後の窒素吸収は強い中

干し等で極力抑え，イネの姿の良化を図り，出穂後の

吸収を促進させるべきであり．これのできない場合は

出穂直前に0・1晦の追肥の必要も考えられる。グライ

土壌粘土型は，基肥窒素を0．6毎程度とし，幼穂形成

期と出穂期の問に0．2毎の追肥が考えられる。また，

灰褐色土壌粘土構造型では，基肥窒素を0・8吻程度と

し，幼穂形成期に0・2毎と出穂期直前くらいに0．1毎

の2回の追肥がよいと考えられる。

沖積水田におけ　る透水性附与

第2報　作土分散逓減法が透水要因及び土壌に及ぼす影響

佐々木信夫・平野　　裕・岡島　正昭・千葉　満男

（岩手県農業試験場県南分場）

1　ま　え　が　き

前報において，透水性の不良な北上沖章平坦地水田

においては，明きェを施工して明きェ水位を下げただ

けでは透水性は増大し難いが，作土の代かきによる土

壌の撹乱・分散の程度によって透水性が大きく支配さ

れてくることを報じた。

本報では，作土の代かき分散を逓減した場合の，経

年による透水要因及び土壌の物理性，化学性に及ぼす

影響について報告する。

2　試　験　方　法

1　試験年次：1989～1975年

2　試験場所：当場基盤整備圃場

5　試験粂件：代かき5回，1回（ロータリー）

代かき1回（ハロー），代かき0回

5　試　験　結　果

1　土中水圧分布の動向

約1表に示したように，地下水位が安定して高位に

ある場合，代かき5回，1回では作土直下から地下水

面までは負圧（不飽和鯵透）を示しているが，代かき

0回では全層を通して正圧すなわち飽和溶透を示して

いるのが特徴的である。そして，その後有効茎決定期

以降から地下水位を低下させてゆくと負圧領域は拡大

され，代かき0回でも作土直下に負圧が認められた。

この影響は，明きェから12m地点において1－2日

で現れ，5～‘日で平衡に達する結果が示された。

第1表　作土の代かき分散逓減による土壌中の水圧分布の動向（1975） （水柱C潤）

■　　　　 明 きょ排 水 前 排 水 5 日 後　 」

1 5　　 回 1　　 回
0　　　 回

5　　　 回 1　　 回
0　　　 回

5　　　 回 1　　 回

ロー タ リー ハ　　 P　　 ■－ ロー タ リー ノ 　ヽ　 P　　 ■－ ロ ー タ リー ハ　　 P　　 ■－

鼠 5 8 ．8 1．4 8 ．1 2 ．7 0 5 ．4 2 ．7

－ 5 ．4 一 見 5 8 ．1 － 占．8 － 1 2 ．2 － 1．4 － 9 5 － 1 2 ．2

－ 8 ．1 一 見 5 ‘．8 ー 8 ．8 － 1 0 ．8 － 2 ．7 － 1 2 ．2 － 1 0 ．8

鼠 5 2 ．7 2 4 ．5 － 2 ．7 一 買 5 1 °．2 － 1．4 － 9 5

5 2 ．4 2 1．6 4 1．9 8 ．8 8．8 5 5 ．1 4 ．1 5 ．4

5 2 ．7 4 8 ．° 8 0．8 2 8 ．4 5 1．1 5 2 ．7 2 7 0 5 1．1

5 2 ．5 C餌 6 7 （邪
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前報で述べた代かき分散と日減水探，地下水位と日

減水深との関係とこの土中水圧分布とを併せて考察し

てみると，作土の代かき分散が大きい場合，作土直下

に負圧が生じ不飽和珍透を起こすために，地下水位は

降下渉透速度に影響を与える要因とはならず，土壌そ

のものの透水性が恕透速度に影響を与え，また，代か

き分散が小さい場合は正圧を示し，飽和珍透を起こし

地下水位は土層内の動水勾配に関与し，珍透速度に大

きく影響を与えることが知られた。

2　土壌物理性の経年変化

試験開始後5カ年経過した土壌の物理性の変化につ

いて，層位別に三相分布．孔隙分布，透水係数を調べた。

三相分布：代かき分散の逓減により，D～15e潤の

第2表　層位別透水係数の傾向（1972）

暦位の気相容椋，孔隙屋が多くなる傾向がみられ，特

に代かき0回で顕著であった。

孔隙分布：透水に関与する0．1庇及以上の孔隙量（pF

l・5）をみると，代かき分散の逓減により孔隙量が多

くなり，特に代かき1回ノ、。一，代かき0回の深さ20

～50と職の層位で著しかった。また，その下層では構

造亀裂の発達や生物孔隙も多数認められた。

透水係数：第2表に示すように，代かき分散の逓減

により作土の孔隙性が保持され，透水係数は大となる。

代かき5回，1回ロータリーでは15～25e乱の層位に

かけては10‾6ォーダーと極めて小さいが，代かき1回

ハロー，代かき0回では10－5～10■‘ォーダーと明らか

に大きい値を示し，透水性の発達が認められた。

（e筏／88〇）

区　　 名 0　 ～ 1 0 1 0 ～ 1 5 1 5 ′－ 2 0 2 0 ～ 2 5 2 5 ～ 5 0 5 0 ～ 4 0 4 0 ～ 5 0 5 0 ～ d O e 筏

5 回 ロータ リー 1．8 × 1 0 ‾5 5 ．5 × 1 0 ‾6 R O x 1 0 －6 5，9 × 1 0 －8 2 ．7 × 1 0 ‾5 2 ．4 × 1 0 ‾4 1．5 × 1 口‾3 1．8 × 1 0 ‾4

1 回 ロータ リー 1．7 × 1 0‾5 5 ．4 × 1 0 ‾6 1．0 × 1 0 ‾8 ム 1 × 1 0 ‾6 1．0 × 1 0 ‾4 5 ．0 × 1 0 －5 1．0 × 1 0 ‾8 4 ．7 × 1 0 ‾8

1 回 ハ　 ロ　 ー 4．1 × 1 0 ‾5 2 ．8 × 1 0 ‾5 2 ．5 × 1 0 ‾4 5．8 × 1 0 ‾4 4 ．5 × 1 0 ‾5 占．5 × 1 0‾4 1．0 × 1 0 丁8 1．5 × 1 0 ‾さ

0 回　 細 枠 土 6．5 × 1 0 1 5 ．5 × 1 0 ‾5 1．7 × 1 0 ‾5 4 ．8 × 1 0 －5 4 ．d X l O ‾5 2 ．0 × 1 0 ‾4 4 ．5 × 1 0 ‾l 5 ．4 × 1 0 ‾4

以上のことから，代かき分散が大きい場合は，助床

層の孔隙が小となり透水係数も小となるが，分散が小

さい場合は，孔隙が大となり透水係数も大となること

が知られ，透水性の増大に代かき分散逓減法がプラス

に働くことが認められた。

5　土壌化学性の経年変化

試験開始後5カ年経過した土壌の化学性のうち，Fo

・Mn・Ca・Mg・Ⅹ・Naについて調べた。それによる

と，代かき分散の逓減により各成分とも減少する傾向

がみられ，特にFe・Mr】・Eは表層で減少した。第1

図からみると

甘e203：代かき分散の逓減により深さ10～15紺の

層位で減少してくる憤向がみられるが，20e枕以下の

暦位では差がなかった。

Mn203：代かき分散の逓減により深さ10～15C帯の

層位で減少してくるが，代かき1回ハロー，代かき0

回では深さ20～40cmの層位にかけて，代かき5回，

1回ロータリーより増大した。

K20：伽と同様．代かき分散の逓減により，深さ

F亡203

●‾・．・．・．・．■●代かき：1回ローケリー

○‾‾‾〇　・1回　　月

■‾‾‾■　什　1回ハロー

▲■‘■…▲　〟　0回細砕土

1　　　15　■％　　　　　　　lt　　　　畑

d17・O N－NH40AC抽出法（ただしFe203のみd14．5）

第1図　土壌化学性の経年変化（1972）

10～15e流の層位で減少してくるが，下層にゆくに従

って代かき1回ハロー．代かき0回では代かき5回，
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1回ロータリーより増大した。

Na20：代かき分散の逓減による差はあまり大きく

はないが，代かき0回の下層において減少傾向が認め

られた。

4　　要　　　　　　　約

北上沖積平坦地の埴壌質の水田においては，作土の

代かき分散を大にすると透水性を附与しにくいが，代

かき分散を小にすることにより作土の孔隙性が保持さ

れ，鋤床層にも孔隙が発達し，透水性の附与が可能で

あり，その際の降下鯵透は代かき1回ハローまでは負

圧惨透を示すが，無代かきの代かき0回では正圧珍透

すなわち飽和港透を示すことが認められた。

また，代かき分散の逓減に伴い土壌の物理性，化学

性にも影響が現れた。すなわち，気相容積，孔隙量，

透水係数が増大し，透水良化の方向に進行した。化学

性では，透水量の過大の際には着分溶脱が認められ，

特にFe・Mn・E・Naでその傾向が明らかであった。

水田における緩効肥料の早期施用に関する試験

′」＼沢　一夫・大　槻　　孝

（福島県農業試験場）

1　ま　え　が　き

水稲栽培の大規模機械化一貫体系に施肥の扱械作業

を組み入れる場合に，その施肥作業は耕起前に行うこ

ととし，施肥作業時期は耕起，代かき期間を考えると

20～50日のかん水前施用が想定される。かん水前早

期施肥では畑状態での硝酸化成による肥効の低下が問

題となることから，本試験では20日前施用～10日前

施用（50日前施用については昭和48年度に試験

中）の場合について緩効性肥料を利用する効果を検討

した。

ブロードキャスターによる施肥の場合10a当り散

布時間が5分，その他諸作業時間を加えて8時間作業

でd haが可能である。10日間の作業幅で作業可能

日数をd5～80啓とした場合59～48haの散布面桜

となる。それに他作業への作業枚利用計画（能率の低

い代かきへの集結など）を考えてかん水前日数の余裕

を10日間除くとかん水前10～20日を基肥散布期と

想定した。

第2蓑　　区　の　構　成

2　　試　験　方　法

1　場　所

農試本場，灰褐色押捺土壌粘土構造型圃場，減水

深10～5戊戯／日

2　面　積

1区10ナげ　2連制

5　品　種

ササミ　ノリ

4　耕種概要

育苗－N，P205，K20とも2才／箱

200才籾／箱

稚苗移植　5月15日

5　供試肥料と区の構成（第1，2表）

第1表　供試肥料

肥　　　 料　　　 名
成　 分　 喀

N　　 － p2 0 5　－　K 2 0

A ．尿素人 工 B 高 度　 050 1 0　－　 1 5　－　 1 0

事．T tJ 大 粒 化 成　 084 1 0　－　 1 （5　－　 1 4

C ．硫 加 憐 安 1 2　 号 1 5　－　 1 7　－　 1 2

区　　　　　　 名 施　　 肥 か　 ん　 水
N （桓／ a ）

備　　　　　　　　　 考
基　 肥 穂　 肥

1．かん水20 目前施用 4月2 0 日 5月 1 0 日 0．7 0．2
1．穂 肥は硫安で 7 月 20 日施
用

2．かん水 10 日前施 用 5 月 1 日 5月 1 0 日 0．7 0．2 2．基 肥の P2 05 ， K 2 0 は

基 肥 N 量 に相当す る現物

に含有す るもの とした。
5．かん水 直 前 施 用 5月 1 0 日 5月 1 0 日 0．7 0．2


